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ま え が き 

 

独立行政法人労働政策研究・研修機構では、厚生労働省からの要請により、少子高齢化等

経済社会の構造変化が労働・雇用情勢に与える影響を把握し今後の雇用政策の企画・立案に

資することを目的として、過去数次にわたり「労働力需給の推計」として労働力人口及び就

業者数のシミュレーションを行ってきた。 

 直近の全国推計である「資料シリーズ No.209 労働力需給の推計―労働力需給モデル（2018

年度版）による将来推計―」は、「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」（国立社会保障・ 

人口問題研究所）の出生・死亡中位推計を前提に、「未来投資戦略 2018」（2018 年 6 月閣議

決定）の成果目標が達成される場合など複数のシナリオで 2040 年までシミュレーションを

行った。 

 その一方、本資料シリーズは、地域の労働経済の分析に寄与することを目的として、この

2018 年度版全国推計の結果を基にして、都道府県別の労働力人口及び就業者数等のシミュレ

ーションを行なうことにした。 

 雇用政策の企画・立案に、また、地域における労働力供給、需要構造の変化に関する分析

の基礎資料として、本資料を広く活用していただければ幸いである。 

 なお、本資料に係る推計を円滑に実施するため、当機構内に「労働力需給推計に関する研

究会」を設置し検討、評価等を精力的に行っていただいたが、同研究会に参集し甚大なご協

力をいただいた外部の研究者のみなさまには、本紙面を借り改めて感謝申し上げる。 
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